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紛争後の平和構築の重要性は認識されているものの、その具体的な方法として何が機能

するかについては議論があるところである。国連では、紛争後の平和構築において再び紛

争が起こらないためには元兵士の社会復帰を促すことが重要であり、元兵士の武装解除・

動員解除及び社会への再統合（Disarmament, Demobilization, Reintegration）と 3段階に
分け、復興期におけるとるべきプロセスとして述べている 1。特に、社会への再統合

（Reintegration）の段階においては、和解を目的に国レベルで和解プロセスを行うことを
提言している2。和解のひとつの方法として挙げられるのが、真実和解委員会（以下TRC：
Truth and Reconciliation Committee）の設置である。 
現在まで多くの真実和解委員会が設置されており、1974年から 1994年の 20年間の間に

少なくとも 15 設立されたといわれる3。特に、南アフリカTRCは、アパルトヘイト政権下
に行われた人権侵害の解明、そしてそれによる政治的安定、人種対立の解消がもたらされ

た4とされ成功例として挙げられている。 
南アフリカTRCが真実解明のメカニズムとして成功した要因として従来から挙げられる
のが、主に以下の 3点である。 
１．国の政策として行われたことである程度の資金があった、２．中立性を維持するこ

とのできる強力なリーダーがいた、３．TRC を円滑に行う上で国内 NGO や、メディアが
発達していた。（詳細については序章参照）これらの点は、TRCの運営面において優れてい
る点を指摘しているが、真実解明に直結した、「真実をすべて話し、それが政治目的であっ

たと認定されたときのみ免責を行う」という条件をつけることが出来た背景については説

明されていない。 
従って、本論文の目的は、南アフリカ TRCを具体的なケースとして、上記の条件をつけ

ることが出来た要因として政治的な力関係に着目して仮説である「被抑圧者側（南アフリ

カの場合では ANC）の力が抑圧者側（NP）に勝るときである」を考察することである。 
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論文の構成は、序章で南アフリカ TRC の構成や機能についての概略とその効果を述べ、
第 1 章 1 節においてガルトゥング（Johan Galtung）が初めて定義化した紛争解決に関す
る研究と、その発展、そして紛争解決における和解の位置づけを、2節において世界各国で
設置された TRC の概略を特に、アフリカ、南アメリカにおける TRC の機能の違いに注目
して述べる。3節では、TRCの成功例とされる南アフリカ TRCと他の TRCとの相違点、
優れている点について述べる。 
第 2章では、TRC設置により真実解明を行うことができるのは、「被抑圧者側（南アフリ
カの場合では ANC）の力が抑圧者側（NP）に勝るときである」という仮説のもと、それを
検証するため、ANC・NP 間の非正式交渉の時代（1 節）、正式交渉の時代(2 節)、TRC 設
置までの時代(3節)の 3時代にわけて述べる。 
結論は、第 2章の検証より仮説が支持されたことを述べ、TRCが真実解明としての機能
を果たすには、政治的力関係が大きな要素となることを示す。具体的には、前政権と現政

権に妥協の準備があり、被抑圧者側（南アフリカの場合では ANC）の力が抑圧者側（NP）
に勝る場合に真実解明として機能する TRCを設置することができる。  
終わりにおいては、今後の TRCの活用について言及したい。 
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